
買い物は社会への投票

ご存知ですか？
『グリーン購入』

市民・事業者の皆さまへ

グリーン購入とは？

製品やサービスを購入する前に必要性をよく考え、価格・機能・デザイン性だけ
でなく、環境という視点を加えて、環境負荷ができるだけ少ないものを選んで購入
することです。

グリーン購入のメリット

グリーン購入は、購入者自身の活動を環境にやさしいものにするだけでなく、環
境に配慮した製品への需要が高まり、生産者においても環境負荷の少ない製品の開
発が進むことで、環境に配慮した製品やサービスがより安価になり、普及していく
といった、経済活動全体を変えていく可能性を持っています。

私たちにできること

①買う前に本当に必要か考え、買うときは必要な量だけ購入する
⇒あるもので代用できないかなどを考え、必要以上に買わずにごみになるものを減らしましょう

②ごみが少なくなるものを選ぶ
⇒使い捨てのものではなく、詰め替えたり再利用やリサイクルできるものを選びましょう

③長く使えるものを選ぶ
⇒修理したり、中身を取り替えることで長く使えるものを選びましょう

④環境のことを考えて作られたものを選ぶ
⇒環境に配慮した製品・サービスを示す環境ラベルなどを参考にして購入しましょう
（環境ラベルについては裏面をご覧ください。）

“ グリーン購入は、ＳＤＧｓの取組のひとつです ”

グリーン購入は、ゴール12「持続可能な
生産消費形態を確保する」（つくる責任
つかう責任）の実現に向けた取組です。

誰もが身近な環境課題として積極的にグリーン購入に取組み、

持続可能な社会の構築を目指すことが大切です。
それぞれができる範囲で取り組んでみましょう。 ごみんちゅ

（ごみ減量イメージキャラクター）



代表的な環境ラベル

エコマーク

生産から廃棄にわたるライフサイクル全体を通して環境への負荷が少なく、環境保全に役
立つと認められた製品・サービスにつけられる環境ラベルです。
認定商品数は2022年11月現在、約49,000点で、食品容器や衣類、ホテルやスーパーマー
ケットなどがあり、生活に密着した身近な環境ラベルです。

グリーンマーク

原料に古紙を規定の割合以上利用していることを示すマークです。
トイレットペーパー、コピー用紙、ノートなどの製品についています。

FCS®認証制度

森林認証制度。環境、社会、経済の便宜に適い、きちんと管理された森林からの製品を目
に見える形で消費者に届け、それにより経済的利益を生産者に還元する仕組みです。紙袋
や紙パック飲料の容器、ティッシュペーパー、お菓子の箱などの商品についています。

バイオマスマーク

植物や生物由来の資源(バイオマス) を活用し、品質及び安全性が保たれた商品にのみ与え
られる環境ラベルです。
認定商品数は2022年11月現在、約1,600点で、レジ袋や食品容器などのプラスチック製品、

衣料品や事務用品などがあります。

国際エネルギースタープログラム

パソコンなどのオフィス機器について、稼働時、スリープ・オフ時の消費電力に関する基
準を満たす商品に表示されるマークです。日本、米国のほか、EU等9か国・地域が協力し
て実施している国際的な制度で、経済産業省が運営しています。

PETボトルリサイクル推奨マーク

使用済みPETボトルのリサイクル品を使用した商品につけられるマークです。
PETボトルメーカーや原料樹脂メーカーの業界団体であるPETボトル協議会が運営する制度
です。

←グリーン購入について詳しくは市HPをご覧ください。
令和５年４月

小田原市環境政策課
（住所）小田原市荻窪３００（℡）0465－33－1472

再生紙使用マーク

「３Ｒ活動推進フォーラム」の前身である「ごみ減量化推進国民会議」によって再生紙の
利用促進・普及啓発をしていくためのシンボルマークとして定められ、古紙パルプがど

のくらい配合されているのかが一目で判るようにしたものです。

植物油インクマーク

印刷インキ工業連合会が定めた、植物油を使用した印刷インキに表示できるマークです。
植物油とは、再生産可能な大豆油、亜麻仁油、桐油、ヤシ油、パーム油等植物由来の油、
及びそれらを主体とした廃食用油等をリサイクルした再生油です。


